
平成� 23部� g月� 18日

産業労働島

東京都による都内産家憲ふん堆肥の放射能検資(第� 5報)

について

福島第一原子力発電訴の事故を受け、都は第� 5田告の都内産家畜ふん堆肥の換査

行いましたので、お知らせします。� 

1 	検査内容及び結果� 

( 1 )検査実臨機関


地方独立行政法人 東京都立産業技術研究センター
 
( 2)検査対象品目

・小笠原村で、生産された牛ふん堆ME1検体

・問問団市、奥多摩町、大島町で全産された鶏ふん堆肥� 5検体

・葛飾区、渋谷区、世間在区、羽村市、日野市、府中市、詩の出町で生産された

罵ふん堆肥g験体


-世田左手臣、青梅市、八王子市で生産された豚ふん堆肥 3換体

.人丈可で生産された~Lr羊ふん場肥 l 検体 

( 3)検驚結果{詳細は別紙〉

検査した結果、� 1検体((4)参照)を除き暫定許容積� (400Bq/kg)未満で、あっ

た。� 

(4)暫定許容値を超えた 1検体について

奥多摩町の議舵� 1検体が暫定許容イ肢を超えた。この堆肥はおがくず、落ち葉、� 

iこ鶏ふんを混合したものである。なお、このi輩記は自給用であり、流通は

していない� 

2 	令後の対応

都i士、今後とも関係機関と連携し、都内産農藤物等の放射能検査を継続していくり

ま問い合わせ先》

。都内産家畜ふん堆肥の放主主能検査に関すること
搬業労働局農林水産部 朝長

(連絡先〉 戴話:03-5320…4809 37 -140 (内線)



別紙

都内産家畜ふん堆賠の放射能検査結果(第5報)
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検査結果

体 生産場所 採材jミお 検査機関 放射性セシウム� (8q/kg)

暫定許容値注1 実測値

鶏ふん堆肥 大島町

豚ふん堆肥 世田谷広

馬ふん堆詑 葛飾区
し

馬ふん堆肥 日の出町

罵ふん堆肥� t笠谷区

馬ふん堆肥 羽村前

馬ふん堆把 日野市

隊ふん堆肥 青梅市

豚ふん堆悶 八王子市 (地独) 
8/10'""8/15 東京都立躍業技� 400 

馬ふん堆賠 葛飾区 能研究センタ←

鶏ふん堆把 大島町

キふん堆肥 小笠原村

鶏ふん堆肥 奥多摩町輸

馬ふん堆肥 府中市

持ふん堆肥 渋谷豆

鶏ふん堆把 町田市

山羊ふん堆詑 八丈町

鶏ふん堆肥 大島町
」ー 一注暫定許容値J I之、平成23年8月Hl付23消安第2444号〈農林水産省消費・安全局長通知)
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「放射性セシウムを含b肥料・土壌改良資材・培jニ及び倒料の暫定許容植の設定についてj

により設主主された。� 

fNDJ とは、検委主議関の分析による検出限界値未搬を示す。



家憲ふん堆揺の按射能検査について

農林水産省からの通知(平或� 23年� 8月� 5日付� 23消安第� 2561号「肥料中の放

射性セシウム測定のための検査計離及び検査方法jの制定について)では、牛ふ

ん堆腿について検査対象地域を県ごとに恭しています。その中で都は検査対象

地域に含まれていませんG しかし、審産農家が家畜ふん堆肥に含まれる放射性

セシウムの分析結果を把握しておくことが安全・安心な農蔭産物供給に必要で、

あると考え、以下のように検査を実施するとととしました。� 

1 	検査茸象

①乳用牛・!為用牛鍋養農家� (93戸)、②豚・鶏鏡義農家� (81戸入③めん羊・

山羊餌養農家� (52戸)、③諮飼養者� (45戸)、合計� 27.1戸のうち、肴望十る

農家を対象に検査を実施する。� 

2 	検体の集め方

指定場所に本人が持参または送付する。� 

3 	~tl定
東京都立産業技術評究センターにおいてゲノレマニウム半導体測定器で放射

投セシウムの検査を順次実擁する。� 

4 その他の雑草堆肥、謡わら堆肥、パーク堆肥、腐葉土等

農林水産省の通知者踏まえ、今後の検査について協議していく� G 


